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１　はじめに

2020年の日本のスイートコーン収穫量
は23万4700トンであり、近年、おおむ
ね横ばいで推移している。

一方で輸入状況を見ると、21年は調製
スイートコーンが５万6845トン、冷凍ス
イートコーンが４万8672トンとなってお
り、両品目合計では日本の収穫量（20年）
の４割強に相当する。

輸入先別では、タイ産は調製スイート
コーンでは７割弱と首位、冷凍スイート
コーンでは２割と米国に次いで第２位を占

めており、主要輸入先の一つとなっている
（21年数量ベース、図１、２）。同国産スイー
トコーンは、業務用はもちろんのこと、家
庭用製品としても缶詰などの商品が広く流
通し、一般消費者に浸透している。

本稿では、主要な輸入先となっている
同国のスイートコーンの生産および輸出
動向について紹介する。

なお、本稿中の為替レートは、1バーツ
= ３.88円（三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサ
ルティング株式会社「月末・月中平均為替
相場」の2022年８月末日ＴＴＳ相場）を
使用した。

タイのスイートコーンの生産および輸出動向

日本は、タイから多くの調製もしくは冷凍スイートコーンを輸入しており、主要輸入先
の一つとなっている。同国では、温暖で適度な降雨のある環境を生かして、スイートコ
ーンの栽培を盛んに行っている。近年では、競合作物である飼料用トウモロコシの需要
増のほか、加工企業の新型コロナウイルス感染症対策に関する費用や人件費、缶詰原料
費などの高騰による逆風も吹いている。しかし、価格、品質、地理的優位性などから
同国産の競争力は依然として大きく、今後も引き続き重要な輸入先と予測される。
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２　タイのスイートコーン生産概要

（１）主産地および作付面積
タイは、その温暖な気候と適度な降雨に

恵まれた環境からスイートコーン栽培に適
しており、二期作が中心であるが三期作も
可能である。

主な生産地域はチェンマイ県、チェン
ライ県などの適度に温暖な地域である北
部であり、当地域での作付面積は全国の
半分以上を占める。次いで、中央部、東
北部、南部の順となっており、南部の作
付面積は全国の１割に満たない（図３、
表１）。
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図３ タイのスイートコーン主産地

資料：農畜産業振興機構作成
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図３　タイのスイートコーン主産地

表１　地域別スイートコーン作物統計（2020年）

地方・県 作付面積
（ha）

収穫面積
（ha）

生産量 
（トン）

単収
（kg/10a）

割合 
（％）

北部 19,455 19,339 297,261 1,528 51.9

チェンマイ県 5,396 5,353 82,538 1,530 14.4

チェンライ県 4,494 4,474 72,310 1,609 12.0

ランパーン県 2,540 2,529 40,131 1,580 6.8

その他 7,025 6,983 102,282 1,456 18.7

東北部 6,269 6,182 75,311 1,201 16.7

ナコーンラーチャシーマー県 1,511 1,501 20,563 1,361 4.0

その他 4,757 4,681 54,748 1,151 12.7

中央部 8,751 8,678 94,603 1,081 23.3

カンチャナブリー県 4,178 4,158 45,760 1,095 11.1

パトゥムターニー県 1,467 1,458 17,519 1,194 3.9

その他 3,106 3,062 31,324 1,009 8.3

南部 3,031 2,989 31,524 1,040 8.1

スラーターニー県 825 815 10,049 1,218 2.2

その他 2,205 2,173 21,475 974 5.9

合計 37,504 37,188 498,699 1,330 100
資料：タイ農業・協同組合省農業経済局

資料：農畜産業振興機構作成
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タイ農業・協同組合省農業経済局など
によると、スイートコーンの作付面積は
2012年以降、おおむね増加傾向にあった
ものの、19~21年は干ばつおよび他の
作物との競合の影響により減少している

（図４、表２）。22年に入ってからは、肥
料代や人件費など生産コストの増加も加
わって、同規模もしくは前年を下回る生

産規模となることが予測されている。
競合する作物としては、タイの主食で

あり、重要な作物の一つである米のほか、
飼料用トウモロコシなどが該当する。生
産者は所有する圃

ほ

場
じょう

の条件（水利条件な
ど）や買取条件、農作業の手間などのさ
まざまな条件を勘案し、作付けする作物
を決定する。一般に、飼料用トウモロコ
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図４ スイートコーンの作付面積および生産量の推移

資料：タイ農業・協同組合省農業経済局

図４　スイートコーンの作付面積および生産量の推移

表２　スイートコーン・米・飼料用トウモロコシの栽培状況

作物 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年 参考 
日本（2020 年）

スイートコーン

栽培面積（千 ha） 37 40 39 38 37 22.4

生産量（千トン） 503 537 501 499 494 234.7

単収（キロ /ha） 13,412 13,597 13,019 13,297 13,361 10,500

生産者販売価格（円 /キロ） 5.53  20.65 19.78 17.26 19.08 ‒
米

栽培面積（千 ha） 11,056 11,406 11,356 10,966 11,371 1,462

生産量（千トン） 31,857 32,899 32,348 28,618 31,859 7,763

単収（キロ /ha） 2,881 2,884 2,849 2,610 2,802 5,310

生産者販売価格（円 /キロ） 27.65 27.65 27.3 30.1 27.65 ‒
飼料用トウモロコシ

栽培面積（千 ha） 1,053 1,053 1,053 1,053 1,053 95

生産量（千トン） 4,820 5,070 4,540 4,810 4,780 4,718

単収（キロ /ha） 4,577 4,815 4,311 4,568 4,539 49,600

生産者販売価格（円 /キロ） 21.35 27.9 26.85 26.78 29.75 ‒
資料：タイ農業・協同組合省農業経済局、農林水産省「作物統計」		
　注：日本の飼料用トウモロコシは青刈りトウモロコシを用い、生産量は収穫量を用いた。

資料：タイ農業・協同組合省農業経済局
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（２）栽培スケジュールおよび栽培管理
タイのスイートコーンの栽培期間は約

75日（時期や品種によって異なる）とさ
れ（表３、写真１~ ３）、二期作が主流と
なっている。中でも、雨季作の米の収穫
後である11月～翌年２月には種し、１月
～５月に収穫する乾季の作型が最も一般
的とされる（図６）。この作型はタイの乾

季（11月～翌年２月）に作付けすること
になるため、かんがい設備が必要となる。
二期作目を行う場合は雨季の初めである
５月～７月には種し、７月中旬~10月中
旬にかけて収穫を行うことが多い。

主な栽培管理作業は、耕うん、は種、
施肥、水やり、除草などである（表４）。

シはスイートコーンと比較して生産に必
要な農業用水が少なく、かんがい設備の
ない圃場でも栽培が可能であることから、
スイートコーンとの競合は部分的であり、
主産地とされる地域もあまり重複しない。
しかしながら、一部では、かんがい設備
のある圃場でも飼料用トウモロコシを作
付けしており、近年需要が高まっている

飼料用トウモロコシの価格高騰により転
作を進める生産者の数は増加していると
いう（図５）。

スイートコーンの生産者販売価格は、
18年上期は１キログラム当たり7.5バーツ

（29円）に達していたが、19年以降はお
おむね同４～ 6.5バーツ（16~25円）の
間を推移している。
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資料：タイ農業・協同組合省農業経済局、

農林水産省「農業物価統計調査」

注：日本の飼料用とうもろこし価格は 21年以降、未公表。小売価格。

図５　スイートコーンおよび飼料用トウモロコシの価格推移

資料：タイ農業・協同組合省農業経済局、農林水産省「農業物価統計調査」
　注：日本の飼料用とうもろこし価格（小売価格）は21年以降、未公表。

表３　スイートコーンの成長段階
成長段階 日齢

発芽 3 ～  5

雄穂の形成 25 ～ 40

雄穂出穂 40 ～ 45

絹糸抽出（スイートコーンのひげが出始める） 50 ～ 55

収穫（絹糸が出た日から 18～ 20日） 68 ～ 75
資料：タイ農業・協同組合省農業経済局
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写真１　栽培されるスイートコーン
　　　　（は種後約40日、チェンマイ県）

写真２　�栽培されるスイートコーン種子の
パッケージ（パシフィック社「ハ
イブリックス59」）

写真３　収穫直前のスイートコーン
　　　　（カンチャナブリー県）

資料：聞き取りに基づき、農畜産業振興機構作成

図６　スイートコーンの栽培スケジュール
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図６ スイートコーンの栽培スケジュール

資料：聞き取りに基づき、農畜産業振興機構作成

（栽培される主な品種はパシフ
ィック社、シンジェンタ社など
のF1品種である。特に栽培の多
い品種として、パシフィック社
のハイブリックス59（すす紋病
耐性有、食味良好）などが挙げ
られていた。）
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（３）栽培コスト
主産地のチェンマイ県の生産者による

と、スイートコーンの栽培コストは１ライ
当たり１万1850バーツ（１ヘクタール当
たり28万7363円）とされ、内訳として
肥料代が３割強と最も大きな割合を占めて
いる（表５）。

2021年後半以降、肥料価格は急激な高
騰により従来の２倍、一部では３倍にまで
高騰しているとみられ、人件費や燃料費の
高騰とも併せて栽培コストはより増加する
と予測されている。

また、農薬に関する費用も栽培コストの
大きな割合を占めている。スイートコーン

表４　スイートコーン栽培の一般的な工程

1
は種前の畑の準備
土を耕し、7～ 10日間、天日乾燥後、表面を均一にならし、圃場の雑草をすべて取り除く。
土壌の pHが 5.5 未満の場合は 1ライ（0.16ha）当たり 100～ 200kg の石灰を散布。

2

は種
一般的なは種密度
1条植え　条間 75cm×株間 25cm　1粒 /穴、または条間 50cm×株間 50cm　1粒 /穴
2条植え　畝間 120cm×株間 30cm　1粒 /穴

3
施肥
は種時に元肥として化学肥料を施肥。スイートコーンが 20日～ 30日齢に達した頃、追肥。

4
水やり
は種直後と施肥後には毎回、その後は 10～ 14日ごとに水やり。また、圃場にて 24時間以
上滞水状態が継続しないように注意。

5
雑草対策
は種の 7～ 15日前に除草剤を散布し、さらには種 20日後または雑草を 3～ 4本確認した
時に散布。

資料：タイ農業・協同組合省農業経済局

表５　タイにおけるスイートコーンの栽培コストの例
No. 項目 金額

（バーツ/ライ）
金額

（円 /ha） 備考

1 種子代 1,000 24,250 1 ライ（0.16ha）当たり 1kg（1ha 当たり
6.25kg 使用）

2 耕うん費  700 16,975 ―
3 肥料代 4,000 97,000 ―

4 殺虫剤代 1,200 29,100 1 本 600 バーツ（2,328 円）、1ライ当たり
2本（1ha 当たり 12.5 本使用）

5 栽培人件費 600 14,550 300 バーツ（1,164 円）/人、1ライ当た
り 2人（1ha 当たり 12.5 人）雇用

6 収穫費 1,200 29,100 工場に支払い （工場側が収穫作業を実施）

7 給水ポンプ燃料費 1,500 36,375 150 バーツ /ライ /回（ 3,638 円 /ha/ 回）、
週に１回、合計 10回かん水

8 殺菌剤 550 13,338 ―
9 植物成長調整剤 600 14,550 ―
10 除草剤 500 12,125 ―

合計 11,850 287,363 ―
資料：チェンマイ県生産者への聞き取りに基づき、農畜産業振興機構作成
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の栽培上で問題となる主な病害虫は、葉
に淡緑色の条斑が現れ、わい化すること
もあるべと病、葉に大きな病斑を形成す
るトウモロコシすす紋病、日本でも2019
年に初めて発見され、問題となっている
ツマジロクサヨトウとされている。県な
どの行政機関の畑作研究所では、病害虫
に対する抵抗性の強化が今後の育種の課
題の一つとして挙げられている。

３　市場流通および国内販売状況

（１）市場流通
スイートコーンは、加工工場を持つ企業

による契約栽培と契約に基づかない生産者
独自の栽培が存在する（図７）。

前者は企業との契約により設定された条

件下での栽培を行い、設定された買取価格
で売買される。企業の工場に納品されたス
イートコーンは冷凍加工、もしくは缶詰な
どの調製品に加工され、大部分は海外への
輸出へ仕向けられる。

後者は仲介業者を介してバンコクなどの
大都市の卸売市場へ持ち込まれ、国内の地
方市場や小売店に流れ、消費者の手元に届く。

企業との契約栽培と生産者独自の栽培
の割合については明らかではないが、関
係者の多くは契約栽培の割合の方が大き
いのではないかと推測している。

タイ農業・協同組合省農業普及局によ
ると、タイ国内で生産されるスイートコー
ンの仕向け先は国内が２～４割、海外が
６～８割と推計されている。

図７　スイートコーンの主な流通経路

生鮮で消費 加工工場

缶詰、冷凍、スイートコーン飲料、スープなど
加工品

卸売市場

小売店、飲食店

国内市場

スーパーマーケット、
コンビニ等

輸出

生産者

仲介業者

図８ スイートコーンの主な流通経路

資料：聞き取りに基づき、農畜産業振興機構作成資料：聞き取りに基づき、農畜産業振興機構作成
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（２）国内販売状況
バンコク郊外の大規模な卸売市場「タ

ラートタイ市場」では、チェンマイ県、
カンチャナブリー県産のスイートコーン
の販売が確認されたほか、卸売業者によ
ると、パトゥムターニー県、ナコーンラー
チャシーマー県産も入荷されているとい
う。スイートコーンの輸送時の影響もあ
るとみられ、バンコクに近い産地である
カンチャナブリー県産は鮮度の良好なも
のが多いとされる（写真４、５）。

また、バンコクにあるスーパーマーケッ
トなどの小売店では、生鮮および冷凍ス

イートコーンのほか、加熱調理された後に
包装された調製スイートコーンの販売も確
認された。いずれも手頃な価格帯であり、
品揃えも豊富で、タイの消費者にとっても
一般的な食材として流通していることがう
かがえる（写真６）。

従来、消費者は生鮮もしくは冷凍スイー
トコーンを購入し、家庭で調理することが
多かったが、近年では都市部を中心に簡便
性が求められるようになり、包装された調
製スイートコーンの消費量が増える傾向に
あるとされている。

写真４　�タラートタイ市場でのスイート
　　　　コーン販売風景（バンコク）

写真６　�スーパーマーケットやコンビニで小売されるスイートコーン
（左から生鮮２本：32バーツ（124円）、缶詰（180グラム）：38
バーツ（147円）、焼き：35バーツ（136円）、2022年３月時点）

写真５　�販売先が決まったスイートコーンを
はく皮し、出荷準備している様子　
（タラートタイ市場）
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４　加工および輸出入状況

（１）生産者と加工企業との契約形態
スイートコーンの加工企業の原料調達

ルートは大きく二つに区分される（図８）。
一つ目は生産者と加工企業が直接契約を
締結している形式であり、二つ目は生産
者と加工企業との間に仲介業者が存在す
る形式である。

生産者と加工企業の直接契約の場合、
加工企業はマーケットのニーズに適した
スイートコーン品種の選定を行い、適合
品種の種子を生産者へ支給するとともに、
生産指導員の配置、使用可能な農薬のポ

ジティブリストの通知などを行う。種子
代は生産者負担となるものの、収穫物の
納品時に販売代金から差し引かれる形式
で精算が行われるため、生産者は初期投
資を抑えることが可能である。また、一
部の加工企業では生産に必要な肥料の支
給も同様の形式で実施しているという。
さらに、生産指導員はスイートコーンの
生産指導のほか、生育状況の把握および
加工企業の工場への納入スケジュール管
理を行い、生産者に収穫日の指示をする
ことで、生産者と企業との間の調整役を
担っている。

生産者と加工企業の間に仲介業者が存
在する場合は、加工企業の売買条件に基
づき、仲介業者が加工企業の生産指導員
の代理としての役割を果たし、種子や農
薬等の手配・管理は、生産者自らが行う
ことが多いとされるが、仲介業者により
業務範囲はさまざまであるという（写真
７）。

図８　加工工場との契約栽培の概要

資料：聞き取りに基づき、農畜産業振興機構作成
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工場は検品
した上で買
取

図９ 加工工場との契約栽培の概要

資料：聞き取りに基づき、農畜産業振興機構作成
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子や肥料
を提供、
栽培方法
を指導

写真７　�仲介業者および工場職員による　
スイートコーンの品質確認の様子
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（３）�加工企業の動向～新型コロナウイル
ス感染症の影響など～

2020年４月以降、タイでは新型コロナ
ウイルスの感染者数が大幅に増加し、各
産業の工場労働者の間でも感染が増加し
たことで、一部工場で操業を一時停止せ
ざるを得ない状況になるなどの問題が発
生していた。スイートコーンは果実の呼
吸により品質の劣化が進行しやすい特徴
があるため、製品の品質維持の観点から

収穫後の早急な加工が求められる。その
ため、加工工場の操業停止によるスイー
トコーンの受入れ遅延は生産者に多大な
損害を発生させてしまう可能性が高く、
絶対に避けなければならない事態であっ
た。加工企業の多くは政府の推奨してい
るバブルアンドシール（注１）を導入し、感
染予防および拡大対策を実施しており、
操業停止という最悪の事態は防ぐことが
できている。

（２）加工企業の処理工程
生産者から納品されたスイートコーン

は、まず納品時の検査を受ける（写真８、
９、10）。検査項目はサイズや熟度など
の規格に関する項目のほか、異物の有無、
残留農薬などの項目も該当する。納品時
の検査により加工企業の定める基準を満
たしていない場合は基本的に買取価格が

引き下げられ、残留農薬に関する基準が
満たされていない場合は受け入れ自体が
拒否される。

納品時の検査を終えたスイートコーン
は加工工程に移行する。基本的な加工工
程は、はく皮、ボイル、缶などの容器へ
の充填、熱殺菌、梱包である（写真11）。

写真９　�工場に搬入された
スイートコーン

写真10　�はく皮作業に向けた
集積

写真８　農家による納品

写真11　加工企業の輸出品の一例
（左：缶詰（業務用から小売用までサイズはさまざま）、右：パウチ品など）
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また、加工企業の多くは、労働力の大
部分を外国人労働者に依存しているとい
う特徴がある。農畜産業に従事する外国
人労働者はタイと国境を接するミャン
マー、カンボジア、ラオス出身者が多い
とされ、あるスイートコーン加工企業で
は工場労働者の約６割をミャンマー出身
の外国人労働者が占めている。しかしな
がら、21年の新型コロナウイルス感染症

（COVID‒19）の拡大に伴うタイ政府によ
る入国規制のため、外国人労働者の手配
が困難となり（注２）、労働者不足となるとと
もに、労働力確保に関するコストや人件
費が増加する傾向にあった。

そのほか、COVID‒19に関する衛生管
理コスト（抗原抗体検査の定期的な実施
やバブルアンドシールのための従業員宿
泊所の設置など）や缶詰原料費（注３）など
も高騰傾向にあるため、加工原価は増加
傾向にあり、今後の製品価格に波及する
可能性は高いとされる。

注１；新型コロナウイルス状況管理センターが21年８月
1日から主に全国の工場や建設作業現場を管理す
る企業に対して実施した感染防止対策の一つ。工
場内に従業員の宿泊施設を設置して工場内で従業
員を宿泊させ（シール方式）、従業員が工場外か
ら出勤する場合は独自のバスなどで工場まで送迎

する（バブル方式）こと。
注２：22年５月以降はワクチン接種完了者に対し、入

国時のPCR検査および検査結果が確認されるま
での隔離措置の免除など、７月以降は医療保険の
加入に関する規制も免除などの規制緩和が実施さ
れ、外国人労働者が再入国しやすい環境が整えら
れてきている。しかしながら、一部では、復帰し
た外国人労働者に対する再教育が必要なため、食
品関連企業などの生産体制が完全復帰するまでに
は時間が必要との意見もある。

注３：原料となる鉄の価格が高騰しており、ここ１年で
４～５割ほど缶詰原料費が高騰しているという。　

（４）輸出の動向

タイは冷蔵、冷凍もしくは調製品の形態
でスイートコーンを輸出しており、最も輸
出量が大きい輸出形態は調製品である。こ
れらを合わせた2021年の総輸出量は
23万4966ト ン と な っ て お り、COVID 
‒19の影響による世界的な需要の減少など
を背景に18年をピークに減少傾向にある。

そのような状況下で、コンテナ不足や
海上運賃高騰の影響が大きな問題となっ
ている。特に米国および欧州向けの海上
運賃は10倍弱にまで上昇しているとされ
ており、影響は非常に大きい。日本向け
は米欧州向けほどではないものの、同じ
く約２倍に上昇している（図９）。

図９　タイ発海上運賃の推移

資料：タイ荷主協議会
　注：40フィートリーファコンテナ運賃。
　　　欧州（主要港）はドイツ（ハンブルグ港）、オランダ（ロッテルダム港）、フランス（ルアーブル港）。
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図１０ タイ発海上運賃の推移

資料：タイ荷主協議会

注：４０フィートリーファコンテナ運賃。

欧州（主要港）はドイツ（ハンブルグ港）、オランダ（ロッテルダム港）、

フランス（ルアーブル港）。
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輸出量を商品別に見ると、調製スイー
トコーンは01年以降、増加傾向にあった
が、18年をピークに近年は頭打ちとなっ
ている。主な輸出先は韓国、日本、台湾、
米国である（図10）。特に韓国向けの増

加が著しく、21年には最大の輸出先と
なっている。日本向けは08年以降増え始
め、日本の輸入先で見るとタイは、2000
年代で最大の割合を占めていた米国を追
い抜き、現在では最大となっている。

冷凍スイートコーンも、調製スイート
コーンと同様に01年以降増加傾向にあっ
たものの、近年は頭打ちとなっている。
主な輸出先は日本、中国、イラン、台湾
となっている（図11）。日本向けは04年
以降増え始め、日本の輸入先で見ると

タイは米国に次ぐ第２位の地位を占めて
いる。

なお、冷蔵スイートコーンの輸出は19
年をピークに近年減少傾向にある。主な
輸出先は台湾であり、21年は９割以上を
占めている。

図11　冷凍スイートコーンの輸出量の推移

資料：タイ財務省関税局
　注：ＨＳコード０７１０.４０－０００
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資料：タイ財務省関税局

注：ＨＳコード０７１０ .４０－０００

図１２ 冷凍スイートコーンの輸出量の推移

資料：タイ財務省関税局
　注：ＨＳコード２００５.８０－０００
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資料：タイ財務省関税局

注：ＨＳコード２００５.８０－０００

図１１ 調製スイートコーンの輸出量の推移
図10　調製スイートコーンの輸出量の推移
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上述の通り、近年の日本のマーケット
において、タイ産のスイートコーンは主
要な競合相手に対してその競争力を示し
ており、その背景には地理的優位性や品

質の向上、日本・タイ経済連携協定によ
る関税引き下げなどの要因があるとされ
ている（表６）。

07年に締結された日本・タイ経済連携
協定により、タイから日本へのスイート
コーン製品の輸入関税は段階的に引き下げ
られ、冷凍スイートコーンおよび無加糖ス
イートコーン調製品は14年に関税が撤廃、
加糖スイートコーン調製品も17年に関税
が撤廃された。このため、タイ産は米国産
などの競合相手よりもスイートコーン製品
に対する輸入関税が低く、タイ産スイート
コーン製品が日本のマーケットで大きな競
争力を有する一つの要因となっている。

しかしながら、近年、米国などの競合相
手の関税率を取り巻く状況にも変化がみら
れる。18年には「環太平洋パートナーシッ
プに関する包括的および先進的な協定（C  
PTPP）」の発効によりニュージーランド

産、20年には日米貿易協定により米国産
の輸入関税が大幅に引き下げられ、21年
に は「 地 域 的 な 包 括 的 経 済 連 携 協 定

（RCEP協定）」の発効により中国産の輸入
関税の段階的引き下げが予定されている。
したがって、07年の日本・タイ経済連携
協定締結以降、タイ産が得ていた関税面で
の優位性は少なくなると予測される。

タイの加工食品業者協会によると、今後
の日本向け輸出に際し、これらの関税面で
の優位性縮小の影響は一部あるとしながら
も、関税が加算される以前の商品価格のほ
か、地理的優位性などタイ産は十分な競争
力を持っており、今後の日本向け輸出に大
きな影響はないと考えているとのことであ
る。

表６　日本のマーケットにおけるタイ産の強み

周年栽培が可能 米国では年に 1回しか栽培することが出来ないが、タイでは年に 2、3回栽培すること
が可能。栽培頻度が高いことから、鮮度が良いものを納品することが可能。

遺伝子組み換え食
品を含まない

タイでは遺伝子組み換え作物の栽培は禁止されているが、米国産には一部遺伝子組み
換えされたものが含まれている。日本ではGMフリーのニーズが高い。

地理的優位性
日本に地理的に近いため、鮮度が良い商品を低い輸送コストで届けることが可能。
タイの輸出港から日本への輸送は約 10日間で届けることが可能だが、米国からは約 1
カ月かかる。

人手による異物の
除去

タイ産は機械に加えて、作業員の目視でも不純物の除去を行っている。米国産は人手
による異物の除去は行っていないとされ、タイ産と比べて異物が多いとされる。

食味・食感 タイ産スイートコーンの品種は 20年前から改良が続けられており、食味・食感が大き
く改善された。甘さと適度な食感があるとの評価を受けている。

低価格 タイ産は栽培コストや海上運賃などの優位性から、米国産より価格を低く抑えること
が可能。

関税引き下げ 日本・タイ経済連携協定によりタイ産スイートコーンの輸入関税は 2007 年から段階
的に引き下げられ、米国などの競合相手より低い税率での輸出が可能。

資料：関係者からの聞き取りに基づき、農畜産業振興機構作成
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（５）輸入の動向
タイでは、輸出に比較して少量ながらス

イートコーン製品を輸入している。主に冷
凍 も し く は 調 製 品 の 形 態 で 輸 入 さ れ、
2021年の輸入量は冷凍スイートコーンが
395トン、調製スイートコーンが211ト
ンとなっている（図12）。

主要輸入先は冷凍、調製スイートコーン

ともに中国であり、輸入量の９割以上を同
国産が占めている。しかしながら、タイ国
内で中国産よりも安価な製品が製造されて
いるため、今後、輸入量が大幅に伸びる可
能性は低いとされる。なお、バンコク都内
のスーパーマーケットでは中国産の冷凍ス
イートコーンの販売が確認できている（写
真12）。

５　まとめ

タイは、その温暖で適度な降雨に恵ま
れた環境によりスイートコーン生産に適
しており、価格や品質、地理的優位性を
武器に生産および輸出規模を拡大してき
た。

しかしながら、近年、栽培面では、飼
料用とうもろこしなど他作物との競合の
ほか、人件費および資材費高騰により生
産コストが増加している。

また、加工面では、COVID‒19対策の
ための衛生管理強化や缶詰原料費高騰な
ど加工コストが増加するなど厳しい側面

もあり、スイートコーンの産業規模は頭
打ちとなっている。

さらに、輸出面については、輸出競合相
手がＣＰＴＰＰやＲＣＥＰ協定などの地域
経済連携協定を活用し、競争力を増してい
くことが予測され、価格面でのタイ産の優
位性縮小が懸念されている。

以上のように、タイのスイートコーン産
業にはいくつかの厳しい側面が見込まれる
ものの、タイ産はさまざまな面での優位性
から、十分な競争力の維持が期待され、日
本にとっては、引き続き重要なスイート
コーンの輸入先となると予測される。

資料：タイ財務省関税局
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図１３ スイートコーン輸入量の推移

資料：タイ財務省関税局

図12　スイートコーン輸入量の推移

写真12　�スーパーマーケットで販売
されている中国産冷凍スイ
ートコーン

　　　　�（バンコク、67バーツ（260
円）／450ｇ、2022年３月時
点）


